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第 2 話 関東
かんとう

管領
かんれい

と永
えい

享
きょう

の乱 

  東国を治
おさ

めるために置いた鎌倉の関東
かんとう

管領
かんれい

が、勢力を得るにつれて京都の本家
ほ ん け

を 

軽
かろ

んじて、事毎
ことごと

に幕府に反対するようになる。 終
つ

いに、ここでも足利氏に付
つ

き物
もの

の 

内輪
う ち わ

喧嘩
げ ん か

を始めて、やがて関東管領家は亡
ほろ

びる。 

 

第 101代 称 光
しょうこう

天皇の応永 30 年 3 月、義持
よしもち

は将軍職を子の義
よし

量
かず

に譲
ゆづ

り、出家
しゅっけ

して名を道
どう

詮
ぜん

と 改
あらた

めた。 

この時、義
よし

量
かず

は 17 才の少年でしたが、もともと大酒
だいさけ

飲
の

みでしたので、父の義持
よしもち

は大いに心配して、しばし

ばこれを諌めた
い さ め た

にも 拘
かかわ

らず、その 2 年後の応永 32 年正月、酒を飲み過ぎたのが体に障
さわ

って病気となり、遂
つい

に

その 2 月 27 日に死んだ。 年は僅
わづ

かに 19 才でした。 後を継
つ

ぐべき子が無
な

かったので、義持
よしもち

は再び政治を

執
と

っていたが、彼もまたその 3 年後に 43 才で亡
な

くなった。 

足利
あしかが

義
よし

教
のり

 

  義持
よしもち

にも義
よし

量
かず

の外には子が無かったので、いよいよ彼の病気の

治
なお

らない事が分
わ

かると、管領
かんれい

の 畠
はたけ

山
やま

満
みつ

家
いえ

の意
い

見
けん

も聞
き

いた上
うえ

で、

義持
よしもち

の弟で坊
ぼう

さんになっている 4 人の中から、六 條
ろくじょう

八幡
はちまん

の神前
しんぜん

で

お御
み

籤
くじ

を引いて跡継
あとつ

ぎを定
き

めることにした。 お御
み

籤
くじ

は義持
よしもち

の死ん

だ後に開
ひら

かれたが、弟の義
ぎ

円
えん

がこれに当ったので、即ちこれを還俗
げんぞく

さ

せて後を継
つ

がせた。 第 4 代将軍の義
よし

教
のり

がこれで、義
よし

教
のり

は義
ぎ

円
えん

が還

俗して 改
あらた

めた名です。 
  

          足
あ し

利
か が

義
よ し

教
の り

 

  ところが、時の関東
かんとう

管領
かんれい

の持
もち

氏
うじ

は、義
よし

教
のり

が将軍になった事に対して頗る
すこぶ

不平
ふへい

でしたので、これより事毎
ことごと

に義
よし

教
のり

に反抗
はんこう

した。 ついにその 10 年の後には永
えい

享
きょう

の乱という騒
さわ

ぎまで惹
ひ

き起
おこ

して、わが身
み

を亡
ほろ

ぼし、そ

の家
いえ

をも亡ぼすようなことになりましたが、それを説
と

くには先
ま

づ関東管領家の起
お

こりから述
の

べるのが便宜
べんぎ

です。                                                                 

                                  (二)      (三)    

                          --義
よし

持
もち

 ----- 義
よし

量
かず

  

                          (一)将軍             (五)      

   足利
あしかが

尊
たか

氏
うじ

---- 義
よし

詮
あきら

-- 義
よし

満
みつ

 --         --義
よし

勝
かつ

  

                  (四)     (六)     

                 --義
よし

教
のり

-------義
よし

政
まさ

    

                                            ---政
まさ

知
とも

  

                   (1)      (2)       (3)         (4)     --義久
よしひさ

 

         ---基
もと

氏
うじ

 -- 氏
うじ

満
みつ

 --- 満
みつ

兼
かね

 -------持
もち

氏
うじ

---- 

                                            --成
しげ

氏
うじ

 

関 東
かんとう

管 領
かんれい

 

  そもそも関東
かんとう

管領家
かんれいけ

は尊
たか

氏
うじ

の子の基
もと

氏
うじ

に始まり、父
ふ

子
し

相
あい

伝
つた

えて 4 代、持
もち

氏
うじ

は基
もと

氏
うじ

の曾孫
そうそん

に当
あ

たります。 
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初め、尊
たか

氏
うじ

が鎌倉に拠
よ

って謀
む

反
ほん

を 企
くわだ

て、箱根、竹の下の戦いに官軍
かんぐん

を破
やぶ

って京都に向った時に、彼は子の義
よし

詮
あきら

を鎌倉に留
とど

めて行った。 これは、この地が頼
より

朝
とも

以来、長らく幕府の在
あ

った 処
ところ

で、武家
ぶ け

が天
てん

下
か

に号
ごう

令
れい

す

るのに 最
もっと

も都合
つごう

がよかったので、やがて自分も全国
ぜんこく

を平定
へいてい

したら、ここに幕府を開
ひら

く積
つも

りだったからです。 

足利
あしかが

基
もと

氏
うじ

 

ところが、延元 3 年 8 月、尊
たか

氏
うじ

が光 明 院
こうみょういん

をお立てして所謂
いわゆる

北朝を開き、ほしいままに天下の政治
せいじ

を執
と

る

ことになると、間もなく正統
せいとう

の朝廷が吉野に開かれて、官軍は常に京都を回復
かいふく

しようとしていたので、彼は

京都を離
はな

れることが出来なくなって、ついに、よんどころなく幕府を京都に開いたのです。 それで、鎌倉は

そのまま子の義
よし

詮
あきら

に守らせていたが、その後、後
ご

村上
むらかみ

天皇の正平 4 年、義
よし

詮
あきら

を京都に召
め

し還
かえ

して、弟の直
ただ

義
よし

に代わらせた時に、尊
たか

氏
うじ

の末子
まっし

の基
もと

氏
うじ

を関東管領とし、その執
しつ

事
じ

の上
うえ

杉
すぎ

氏と共に鎌倉に居
い

させて、子
し

孫
そん

相
あい

ついで東国
とうごく

を治
おさ

めさせることにしました。 これが関東管領家の起
お

こりです。 

関東の足利氏
うじ

満
みつ

の野心
やしん

 

  足利基
もと

氏
うじ

は 忠
ちゅう

実
じつ

にその 職
しょく

を勤
つと

めて、後
ご

村上
むらかみ

天皇の正平 22 年の、義
よし

詮
あきら

が京都で亡くなった年に 28 才

で亡くなったが、その後、その後
あと

を 9 才で継いだ子の氏
うじ

満
みつ

が壮年になった頃は、ちょうど京都の義
よし

満
みつ

が奢
おご

り

を極
きわ

め、贅
ぜい

沢
たく

の限
かぎ

りをつくして、諸
しょ

国
こく

の人
ひと

々
びと

の苦
くる

しみを 顧
かえり

みようとしなかった上に、頻
しき

りに僭
せん

上
じょう

の振
ふ

る舞
ま

いをもした。 これに世間
せけん

の人々が窃
ひそ

かに不
ふ

平
へい

を懐
いだ

いている時でもあったので、関東の氏
うじ

満
みつ

は義
よし

満
みつ

を除
のぞ

いて

自分が将軍になろうと野心
やしん

を抱
いだ

き、これを執事
しつじ

の上杉
うえすぎ

憲
のり

春
はる

に謀
はか

った。  

憲
のり

春
はる

は驚いて、固
かた

く諌
いさ

めてその不
ふ

心
こころ

得
え

を思
おも

い止
と

まらせようとしたが、氏
うじ

満
みつ

が容易
ようい

に聴
き

かないのを見ると、

終
つい

に諌
いさ

めの書
しょ

面
めん

を残
のこ

して自
じ

殺
さつ

した。 そのために氏
うじ

満
みつ

は止
や

むなく野
や

心
しん

を抑
おさ

えていたが、義
よし

満
みつ

に対する不平
ふへい

は

遂
つい

に死ぬまでこれを捨
す

てなかったといわれる。 

関東の満
みつ

兼
かね

の野心
やしん

 

  後
ご

小松
こまつ

天皇の応永 5 年、すなわち金閣が出来た翌年の 11 月に氏
うじ

満
みつ

は 40 才で亡くなり、子の満
みつ

兼
かね

もまた

父と同じ野心
やしん

を抱
いだ

いて、その翌年 6 月、大
おお

内
うち

義
よし

弘
ひろ

が和泉
いづみ

に兵を挙
あ

げて幕府に叛
そむ

いた時には、遥
はる

かにこれに応
おう

じて、幕府を助
たす

けるために兵を出すと 称
しょう

して鎌倉を出 発
しゅっぱつ

した。 しかしこの時は、義
よし

満
みつ

が自ら大内義
よし

弘
ひろ

を

討
う

ってこれを平
たい

らげたので、満
みつ

兼
かね

も止
や

むなく引
ひ

き返
かえ

したので、彼の 企
くわだ

ては 表
おもて

には 現
あらわ

れずに済
す

んだ。 

関東
かんとう

公方
くぼう

 

  満
みつ

兼
かね

はその後も、折
おり

があれば義
よし

満
みつ

に代
か

わって将軍になろうと心がけていたが、ついにその 志
こころざし

を遂
と

げる

時は来なかった。 けれども、東国は久
ひさ

しく源氏の勢力を布
し

いた所で、ことに足利氏の根拠地
こんきょち

であるので、既
すで

に 3 代もそこを収
おさ

めた関東管領家の威
い

望
ぼう

は非
ひ

常
じょう

に盛
さか

んになって来ていた。 それで、彼はその 勢
いきお

いを恃
たの

ん

で、だんだんと幕府を軽
かろ

んじ、遂
つい

には将軍にならって管領
かんれい

を公方
くぼう

と 称
しょう

し、執事
しつじ

を管領と呼
よ

んで、将軍気取
き ど

り

でいたが、応
おう

永
えい

16 年、即ち義
よし

満
みつ

が薨
こう

じた翌年の 7 月に亡くなった。 その後を継
つ

いだのが子の足利持
もち

氏
うじ

で、

即ち後
のち

に永
えい

享
きょう

の乱を起こした 男
おとこ

です。 
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足利
あしかが

持
もち

氏
うじ

 

  持
もち

氏
うじ

も又、父や祖父と同じく将軍になろうという野心
やしん

を抱
いだ

いて、窃
ひそ

かにその機
き

会
かい

を狙
ねら

っているうちにた

またま起こったのが、3 代将軍の義
よし

量
かず

が亡くなった後の跡継
あとつ

ぎの問題です。 義
よし

量
かず

 にもその父の義
よし

持
もち

にも子

が無
な

かったし、義
よし

持
もち

の弟はみな坊
ぼう

さんになっていたので、持
もち

氏
うじ

は当然
とうぜん

自分が将軍になれるものと思って喜ん

でいた。 ところが、既
すで

に述
の

べた通り、管領の畠 山
はたけやま

満家
みついえ

の取
と

り計
はか

らいで、第 102 代 花園
はなぞの

天皇の永享元年に、

僧の義
ぎ

円
えん

を還俗
げんぞく

させて 4 代将軍義
よし

教
のり

としたために、持
もち

氏
うじ

は当
あ

てが外
はづ

れて不
ふ

平
へい

に堪
た

えず、その後は、「なんで

還俗
げんぞく

将 軍
しょうぐん

に従うものか」といって、事毎
ことごと

に将軍の命令
めいれい

に反抗
はんこう

した。  

幕府に取っては、最も大事な東国を治
おさ

めている関東管領家がこの有様
ありさま

では大いに困
こま

る。 それで、義
よし

教
のり

は、

永享 4 年の 9 月、持
もち

氏
うじ

の本心
ほんしん

をも探
さぐ

り、東国の様子
ようす

をも見るために、表 面
ひょうめん

は富士山
ふ じ さ ん

の見物
けんぶつ

と称して駿河
するが

に

下
くだ

った。 ところが、普通
ふつう

ならば、本家
ほんけ

の将軍がはるばると京都から下って来るのですから、関東管領は当然
とうぜん

これを途中
とちゅう

に出
で

迎
むか

えてご機
き

嫌
げん

をも 伺
うかが

うべきであるのに、持
もち

氏
うじ

は鎌倉にいたまま病気
びょうき

と 称
しょう

して義
よし

教
のり

に会
あ

おう

ともしなかった。  

執事上杉
うえすぎ

憲
のり

実
ざね

 

将軍義
よし

教
のり

は持
もち

氏
うじ

の無礼
ぶれい

に怒
いか

って京都に帰ったが、一方、鎌倉の執事の上杉
うえすぎ

憲
のり

実
ざね

もまた、持
もち

氏
うじ

の態度
たいど

のよ

くないのを見て、しきりにその不心得
ふこころえ

を諌
いさ

めた。しかし持
もち

氏
うじ

は少しもこれを用
もち

いないばかりか、後
のち

には次第
しだい

に

憲
のり

実
ざね

を憎
にく

んで、これを遠
とお

ざけるようにさえした。 

賢
けん

王
おう

丸
まる

の元服
げんぷく

 

  こうして互いの感情が縺
もつ

れて面白
おもしろ

く無
な

く過
す

ごしているうちに、永
えい

享
きょう

10 年の春、持
もち

氏
うじ

は嫡子
ちゃくし

の賢
けん

王
おう

丸
まる

が

13 才になったので元服
げんぷく

させることにした。 元服とは、男の子が成人
せいじん

して、始めてを衣服
いふく

を大人
おとな

仕立
し た

てのも

のに 改
あらた

め、髪
かみ

を結
ゆ

って 冠
かんむり

をかむる時に行う儀式
ぎしき

で、この時、幼名
ようめい

を廃
はい

して大人の名を付けることになって

います。 ところが、これまで鎌倉の管領家で元服する時には、必ず京都の将軍から 諱
いみな

（訳注：貴人の実名）

の 1 字を貰
もら

うのが例で、現に持
もち

氏
うじ

の如
ごと

きも将軍義
よし

持
もち

 から持
もち

 の 1 字を貰ったのでした。  

然
しか

るに、持
もち

氏
うじ

は義
よし

教
のり

を軽蔑
けいべつ

していたので、賢
けん

王
おう

丸
まる

のためにその名の 1 字を貰うのを好
この

まず、昔、先祖
せんぞ

の

義家
よしいえ

が石
いわ

清水
しみづ

八幡
はちまん

で元服した例を真似
ま ね

て、ついにその年の 6 月に、鶴 岡
つるがおか

八幡
はちまん

の神前にその式を行い、名を

勝手に義久
よしひさ

と付
つ

けた。 

憲
のり

実
ざね

の隠退
いんたい

 

  この時、上杉憲
のり

実
ざね

はこれまでの例を引いて固
かた

く諌
いさ

めたけれども、用
もち

いられなかったばかりか、彼が 邸
やしき

を

出て行くのを待
ま

って持
もち

氏
うじ

が殺
ころ

そうとしているという 噂
うわさ

なども立ったために、病気と称して家に引
ひ

き篭
こも

って

いた。 やがて又、持
もち

氏
うじ

が兵を集めて憲
のり

実
ざね

の家を攻
せ

めさせようとしているという風説
ふうせつ

を聞くと、ついに鎌倉

を去
さ

って、彼の領地
りょうち

の上野
こうづけ

に 退
しりぞ

いた。 思
おも

うに、鎌倉にいて持
もち

氏
うじ

の討手
うって

を受
う

けて 戦
たたか

っては逆 臣
ぎゃくしん

となるの

を恐
おそ

れて、遠
とお

くへ難
なん

を避
さ

けたのでしょう。 

  ところが、持
もち

氏
うじ

はそれでも満足
まんぞく

せずに、憲
のり

実
ざね

を討ってこれを滅
ほろ

ぼそうと、 自
みづか

ら兵を率いて上野
こうづけ

に向
むか

っ
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たので、憲
のり

実
ざね

もこうなる上は仕方
しかた

がないと思ったのか、急に使いを京都に馳
は

せて事
こと

の次
し

第
だい

を幕府に 訴
うった

えた。 

永
えい

享
きょう

の乱
らん

 

 将軍の義
よし

教
のり

は、かねて関東の不穏
ふおん

な様子
ようす

を聞
き

いて、いつかはこういう時が来るであろうと思っていたので、

少
すこ

しも 驚
おどろ

かずに朝廷に奏
そう

して、持
もち

氏
うじ

追討の 勅
みことのり

を受け、兵を発
はっ

して鎌倉に向わせると共に、上杉憲
のり

実
ざね

にも

兵を出させた。 憲
のり

実
ざね

は持
もち

氏
うじ

の先鋒
せんぽう

を破
やぶ

って武蔵
むさし

の分
ぶ

倍
ばい

河
が

原
わら

に進
すす

んできた。  

この時、足利持
もち

氏
うじ

の軍
ぐん

は既
すで

に幕府の軍にも打
う

ち破
やぶ

られて、迚
とて

も前後の敵を防ぐことなどは出来なかった

ために、持
もち

氏
うじ

は逃げて金沢
かなざわ

（横浜南部）の称 名 寺
しょうみょうじ

に入り、出家
しゅっけ

して、上杉憲
のり

実
ざね

に和睦
わぼく

を求めた。  

憲
のり

実
ざね

は使いを京都に遣
つか

わして、持
もち

氏
うじ

の死
し

を宥
ゆる

して子の義久
よしひさ

に管領職を継
つ

がせるようにと願
ねが

った。 しか

し、将軍義
よし

教
のり

はこれを許さず、憲
のり

実
ざね

に厳
げん

命
めい

を伝
つた

えて、翌永享 11 年 2 月 10 日、ついに持
もち

氏
うじ

に自殺せしめて、

ついで義久
よしひさ

も自殺させた。 世にこれを永
えい

享
きょう

の乱
らん

という。 基
もと

氏
うじ

以来およそ 90 年で関東管領家はここに亡
ほろ

びたのであります。 

不幸
ふこう

な上杉憲
のり

実
ざね

 

 この後
のち

、東国の実権
じっけん

は執事上杉
うえすぎ

氏の手
て

に移
うつ

ったが、しかし憲
のり

実
ざね

自身は、たとえ幕府の命令
めいれい

であったとは

いえ、主
しゅ

人
じん

に対
たい

して兵
へい

を差
さ

し向
む

け、ついにこれを自殺させるに至ったのは、家来
けらい

の道
みち

でないと、大いに恥
は

じ

て、出家
しゅっけ

した。 そして、持
もち

氏
うじ

の廟 所
びょうしょ

に詣
まい

り、その位牌
いはい

の前で自殺しようとした。 しかし家
け

来
らい

の者に固
かた

く

止
と

められたので、その後は坊
ぼう

さんとなって諸国を巡
めぐ

り、遂に長門
ながと

の深川
ふかがわ

村というところで死んだ。  

不心得
ふこころえ

な主人を持ったために、彼もまた不
ふ

幸
こう

な一
いっ

生
しょう

を送
おく

らなければならなかったのです。 

( 第２話 関東管領と永享の乱 終わり。 次は前頁に戻り、 第３話  嘉吉の乱とい幕府の衰微 へ) 

 

 


